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国立公園の利用

　国立公園には、多くの人々が自然を楽しむために訪れている。そのような自然とのふれあい活動を推進するた
めに、様々なふれあいイベントの実施や歩道やビジターセンター等の整備が実施されている。

国立公園の利用者数1

自然とのふれあい活動の推進と場の整備2

　日本の国立公園には年間約 4億
人の利用者が訪れており、その他の
自然公園も加えると約 9億人が自
然公園を利用している。

　世界の主要な国立公園の利用者数
を比較すると、年間利用者数の上位
は日本の国立公園が占めており、世
界的に見ても多くの人々が国立公園
を訪れているといえる。

順位 公園名 国 利用者数 (100 万 )

1 富士箱根伊豆 日本 102

2 瀬戸内海 日本 38

3 上信越高原 日本 29

4 阿蘇くじゅう 日本 23

5 レイクディストリクト イギリス 22

6 日光 日本 19

6 ピークディストリクト イギリス 19

公園利用者数の推移
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公園利用者の推移

順位 公園名 利用者数 (100 万 )

1 富士箱根伊豆 102

2 瀬戸内海 38

3 上信越高原 29

4 阿蘇くじゅう 23

5 日光 19

6 秩父多摩甲斐 15

7 支笏洞爺 12

日本の国立公園

　自然とのふれあい活動推進を目的として、エコツーリズムの推進、
自然とふれあうみどりの日の集いや自然に親しむ運動、自然公園大会
や子どもパークレンジャー等が地域の協力の下、実施されている。ま
た、自然公園指導員やパークボランティアのように自然とのふれあい
をサポートする人材の育成・確保も行われている。

　公園利用のための施設である歩道やビジターセンター等についても
整備が進められており、平成17年度には環境省直轄事業だけで約
80億円の設備整備費が投じられている。

　その他にも、自然とのふれあいに関する情報をHPで提供する「自
然大好きクラブ」や全国の国立公園・野生生物のライブ映像などの情
報をHPで提供する「インターネット自然研究所」の運営等、様々な
取組が行われている。

自然大好きクラブ (www.nats.jeef.or.jp)
インターネット自然研究所 (www.sizenken.biodic.go.jp)

　利用調整地区制度は、利用上核心的な自然景観を有し、原生的な雰囲気が保たれて
いる地区において、将来にわたる持続的な利用を実現するため、利用人数の調整等を
行う制度であり、現在吉野熊野国立公園の西大台地区で指定がされている。

利用調整地区の指定（西大台利用調整地区の例）3

上高地ビジターセンター ( 中部山岳国立公園 )

休屋ボードウォーク ( 十和田八幡平国立公園 )

【  目 的  】
　大台ヶ原ドライブウェイの開通による利用圧の
増加等により森林の衰退が進行している西大台地
区で、自然環境への負荷の増大を防ぎ、適正な利
用を図ること

【  区 域  】
吉野熊野国立公園内 (右図参照 )

【 規制の概要 】
 1 日あたりの総利用者数の上限 (30～ 100名 )
 1 グループあたりの人数の上限 (10名 ) 等




